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表紙のはなし

南島原市のお土産

南島原市の新名物
イルかま

『口之津灯台』
1880年に創設されたレンガ造りの灯台。長崎県では３番目、日
本では43番目の灯台として初点灯以来、航海の安全と口之津
港の盛衰を見守り続けています。

古くは南蛮船の来航や、
石炭積出港としてにぎわった口之津港
新しくなったターミナルビルを舞台に
多彩なまちおこしが始まっています
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石炭積出港としてにぎわった口之津港
新しくなったターミナルビルを舞台に
多彩なまちおこしが始まっています

塩田 善之今月の さん
し お た 　 よ し ゆ き

港
の
に
ぎ
わ
い
を
周
辺
に
も
広
げ
、

再
び
活
気
あ
る
口
之
津
に
！

南島原市

南島原の「よかもん」をゲット！
くちのつポートバザール イルカウォッチング

野生のイルカに会える

　

私
が
ま
ち
お
こ
し
に
携
わ
る
き
っ
か
け
に

な
っ
た
の
は
、　

年
ほ
ど
前
に
地
域
の
仲
間
と

結
成
し
た
音
楽
バ
ン
ド
で
す
。み
ん
な
ビ
ー
ル

好
き
で「
エ
ビ
ス
バ
ン
ド
」と
い
う
名
前
で
地

域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
活
動
し
て
い
ま
し
た
。

　

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、地
域
の
シ
ン
ボ
ル
で
も

あ
る
口
之
津
港
の
埋
め
立
て
が
始
ま
り
、「
口
之

津
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
」建
設
の
情
報
が
耳
に

入
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。フ
ェ
リ
ー

タ
ー
ミ
ナ
ル
だ
け
で
な
く
、資

料
館
や
市
役
所
の
支
所
、レ
ス

ト
ラ
ン
や
観
光
案
内
所
も
併
せ

て
整
備
さ
れ
る
と
い
い
ま
す
。

自
宅
か
ら
見
え
る
海
の
景
色
が

ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
く
中

で
、こ
れ
を
機
に
口
之
津
が
元

気
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い

う
大
き
な
期
待
が
こ
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、そ
れ
に
は
ま
ず
地
域
の
人
が
タ
ー

ミ
ナ
ル
ビ
ル
に
愛
着
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で

す
。そ
こ
で
、エ
ビ
ス
バ
ン
ド
を「
エ
ビ
ス
倶
楽

部
」と
い
う
ま
ち
づ
く
り
団
体
に
進
化
さ
せ
、

タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
建
設
に
つ
い
て
の
情
報
発
信

を
開
始
。地
域
住
民
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を

行
っ
た
ほ
か
、建
設
状
況
を
伝
え
る
情
報
誌「
口

之
津
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
プ
レ
ス
」の
発
行
、夏
冬
の

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン

ダ
ー
の
作
成
・
販
売
な
ど
を
行
い
、地
域
の
機
運

を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

　

活
動
の
成
果
も
あ
り
、２
０
２
０
年
春
に

タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
が
完
成
し
た
時
は
、み
ん

な
で
喜
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、残
念
な

が
ら
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
は
新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。昨
年
５
月
、タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
前
の
広
場

で
初
め
て
の「
ポ
ー
ト
バ
ザ
ー
ル
」を
開
催
し

た
と
こ
ろ
大
盛
況
。ま
た
、　

月
に
は「
冬
の

マ
リ
ン
フ
ェ
ス
タ
」に
合
わ
せ
て
冬
の
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式
を
行
い
、多
く
の
お

客
さ
ん
と
一
緒
に
郷
土
芸
能
の「
瀬
詰
太
鼓
」

や
バ
ン
ド
演
奏
、花
火
を
楽
し
み
ま
し

た
。国
土
交
通
省
か
ら「
み
な
と
オ
ア

シ
ス
」に
も
登
録
さ
れ
た
口
之
津
港
。

今
後
も
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅

広
い
年
齢
層
の
人
が
集
え
る
港
に
し
、

周
辺
地
域
に
も
に
ぎ
わ
い
の
場
を
広

げ
、地
元
企
業
な
ど
の
活
性
化
に
も
つ

な
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

南島原市口之津町出身。しおた内科胃腸科医院院長。
「エビス倶楽部」や「みなとオアシスくちのつ運営協議
会」代表としてさまざまなまちおこしに携わっている。
2021年国土交通省「みなとまちづくりマイスター」に
県内で初めて認定。

南島原市内でのみ販売されている
イルカの形をした天ぷらかまぼこ。
新鮮な魚を石臼ですり、熟成させて
作った弾力のあるかまぼこです。

1637年、弾圧されたキリシタ
ンなどが籠城し、その後の幕
府の政策に大きな影響を与え
た島原・天草一揆の主戦場跡
で、世界文化遺産「長崎と天
草地方の潜伏キリシタン関連
遺産」の構成資産の一つです。

原城跡

問合せ／内田蒲鉾店
　　　　☎0957-82-2114

問合せ：南島原ひまわり観光協会
　　　  ☎0957-65-6333

問合せ：みなとオアシスくちのつ運営協議会
　　　  ☎090-5287-5169（森永）

南蛮船来航の地 
1567年、口之津に初めて南
蛮船が入港した歴史を今に
伝える記念碑で、口之津港近
くの開田公園の入り口に建
てられています。南島原の歴
史を振り返るうえで大切な場
所です。

クラフト製品や木工製品、そうめん、海産物、
農産物などの個性あふれる出店のほか、各
種ケータリングカーも集合。お楽しみ抽選会
なども行われます。

会　場／口之津港ターミナル物産広場周辺
日　時／5月4日（木） 10時～16時

南島原市と熊本県天草郡の間に位置する早
崎瀬戸には、約200頭の野生のイルカが生息
しており、高確率で出会えます。群れている様
子やジャンプする姿など、自然のままのイル
カを見学できます。
※要予約。野生のイルカなので会えない日もあり

冬のマリンフェスタ

　　　  

白浜海水浴場
「快水浴場百選」に選ば
れるほど紺碧の海と白砂
青松が美しい海水浴場。
夕暮れ時は長崎半島に沈
む夕日が素晴らしく、キャ
ンプ場も隣接しています。

「みなとオアシスくちのつ」の代表施設。島鉄フェリー
ターミナル、口之津歴史民俗資料館、イルカウォッチング
発着所、観光案内所などが併設されており、資料館で
は、南蛮船の来航や近現代の歴史を紹介しています。

口之津港ターミナルビル
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南島原市
島原市

諫早市 雲仙市

島原半島で150万年前に噴出した国
崎安山岩による土石流堆積物が波
の浸食を受け、人の頭のような形に
なった奇岩。かつては2基ありました
が、大正11年の大地震の影響で1基
が倒壊したといわれています。

両子岩

1899年（明治32年）に建てられた天井
が高い造りの大型木造洋館。明治後期
の大型木造洋館による税関庁舎が現
代まで残されている事は全国的にも珍
しく、現在は口之津歴史民俗資料館分
館として使用されています。

旧長崎税関口之津支署庁舎
（口之津歴史民俗資料館分館）

原城跡や日野江城跡、日本初
のキリスト教の教育機関であ
る「有馬のセミナリヨ」など、
長崎におけるキリスト教の歴
史を学ぶことができます。

有馬キリシタン
遺産記念館

口之津港ターミナルビル

白浜海水浴場

有馬キリシタン遺産記念館

南蛮船来航の地

旧長崎税関口之津支署庁舎

口之津灯台

松尾青果（P8）

両子岩

原城跡

口之津港

早崎瀬戸
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